





















































Changes Over Time in Interpersonal Reactivity, Social Interest, Trait Self-efficacy, 
and Need for Autonomy in University Freshmen : A Short-term Longitudinal Study
鳥　井　淳　貴＊　　中須賀　　　巧＊＊
 TORII Junki NAKASUGA Takumi
　本研究の目的は，大学新入生の共感性，共同体感覚，特性的自己効力感，自律性欲求の経時変化について，性別によ
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対象に，2019 年 4 月上旬と 7 月中旬の計 2 回質問紙調
査を実施した．回答に欠損の無かった 96 名（平均年齢












































的能力の観点から 23 項目，1 因子構造であることが明
らかにされている．回答形式は 5 件法で，「全く当ては
まらない」（1 点）から「非常によく当てはまる」（5 点）
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に対して，個人的苦痛（F（1,94）＝ 10.70，p ＝ 0.00），
所属感・信頼感（F（1,94）＝ 5.88，p ＝ 0.02），独立（F




＝ 8.90，p ＝ 0.00）．また，「男子」では「調査時期」に






る有意傾向の差が認められた（F（1,94）＝ 3.23，p ＝ 0.08）．
また，「女子」では「調査時期」による有意差が認めら




認められた（p ＝ 0.05）．最後に独立（図 3）では，「男子」
では「調査時期」による有意差が認められた（F（1,94）






























































25.94 (3.84) 23.56 (3.66) 27.27 (3.34) 26.37 (3.39)
(4.57) 18.73 (3.85)
0.0015.26 (3.20) 17.38 (3.38) 15.87 (3.77) 16.37 (3.02)
33.39 (5.30) 32.05 (5.95)
　想像性 2.75 0.10














21.42 (3.62) 22.73 (6.32) 23.80 (4.26)
22.30 (4.18) 21.70 (3.37) 22.47 (3.42) 22.63 (3.18)
22.30 (5.40)
　共感的関心 2.92 0.09 14.35 0.00
　個人的苦痛 10.70 0.00 0.25 0.6220.23 21.4320.33 (5.08)
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れなかったと推察する．高畑ら（2015）は看護学生の「特
性的自己効力感」を学年別に比較し，1 年生が最も高く，
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